
１　学　年      第３学年
２　単元名     「２乗に比例する関数」
３　単元について

���関数の考え方を扱う学習は，小学校２年の，グラフで表したり，それらをよんだりす
　ることから始まり，小学校４年で伴って変わる２つの数量についてグラフや式で表すこ

　とを学び，小学校５年で２つの数量の対応や変わり方について理解を深めている。さら

　に，小学校６年で比例とそのグラフを学び，伴って変わる２つの数量の関係を考察して

　いる。

　　また，中学校１年で比例・反比例，そして，数量関係を表・式・グラフで表すことを

　学び，中学校２年までに関数関係についての見方や考え方を伸ばし，一次関数について

　の理解を深めている。中学校３年では，さらに発展させて二次関数の特別な場合として

　の「２乗に比例する関数」を学習することになる。この関数は，変化の仕方が一様でな

　く，考察する区間で増減やその変化量が異なることをはじめ，最大値・最小値も考察区

　間で異なってくるなど，生徒にとっては「なじみにくい」関数となってくる。そして，

　生徒はグラフによる変化の大局的な状況把握とともに，考察場面での緻密な分析力が必

　要となってくる。しかし，これらの必要とされる力は，変化し合う一般的な事象を考察

　し，一定の判断をしていくためには必要不可欠であるといえる。したがって，この単元

　は，既習事項をもとにしながら「関数関係」をより正確に把握し処理していく力を本格

　的に身につけていく単元となる。

　　また，学習指導要領には「数量，図形などに関する基礎的な概念や原理・法則の理解

　を深め，数学的な表現や処理の仕方を習得し，事象を数理的に考察する能力を高めると

　ともに，数学的活動の楽しさ，数学的な見方や考え方のよさを知り，それらを進んで活

　用する態度を育てる。」という数学科の目標が明記されている。特に，「関数関係」は，

　意外な２つの数量の間に成り立つ単純な法則性を認識したり，自然界にある物理法則に

　ふれることにより，数学的活動の楽しさ，数学的な見方や考え方のよさを実感できやす

　い単元といえる。したがって，授業の展開にあたっては ,生徒の実態を考慮しつつ，要所
　要所に極力身近な題材を提示し，実験や作業を取り入れながら上記目標を達成していく

　必要があると考える。

４　単元の目標

    具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通
　して，関数ｙ＝ａｘ２ について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能
　力を伸ばす。

 (1)　事象の中には，関数ｙ＝ａｘ２としてとらえられるものがあることを知る。
 (2)　関数ｙ＝ａｘ２のグラフの特徴と関数のとる値の変化の割合について理解する。
 【普遍的視点】
   自尊感情

   ○　学習集団の中で，「お互いの良さ」，特に他の人の考え方の良さを認め合っていく

　　　ことで，「互いに大切な一人ひとりである。」という認識を育んでいく。

授業展開例（数学）



５　単元の評価規準

数学への関心・

意欲・態度

数学的な見方や考え方 数学的な表現・処理 数量，図形などに

ついての知識・理解

○一次関数とは異なる

数量関係があることに

関心をもち，その特徴

を表や式を用いて調べ

ようとする。

○関数y=ax２のグラフ
に関心をもち，比例定

数とグラフの関係など

を調べようとする。

○関数y=ax２が実生活
に深く関わっているこ

とに関心をもち，表や

グラフや式などを用い

て問題を解決しよう

とする。

○関数y=ax２のグラフの
特徴を，いろいろな観点

から考察することができ

る。

○問題の解決に，表やグ

ラフや式を関連づけて利

用し，その結果が適切か

どうかを振り返って考え

ることができる。

○関数y=x２のグラフを
もとにして，y=ax２のグ
ラフをかくことができ

る｡

○関数y=ax２の変化の
割合を求めることがで

きる。

○関数 y = a x２について
ｘの変域が指定された

グラフをかき，yの変域
を求めることがで き

る。

○問題の解決に，表やグ

ラフや式を関連づけて用

いることができる。

○事象の中には，関数

y=ax２でとらえられる
ものがあることがわか

る｡

○関数y=ax２のグラフ
の特徴を，比例定数の

符号や絶対値と関連づ

けて理解している。

６　指導と評価の計画（全１２時間）

評　価次 学　習　内　容（時数）

関 考 表 知 評　価　規　準 評価方法

1 ２乗に比例する関数の変化
や対応の特徴を，具体例を

通して理解する。

◎ 一次関数とは異なる数量関係

があることに関心をもち，そ

の特徴を表や式を用いて調

べようとする。

観察

発表

プリント

2 ２乗に比例する関数は
y=ax２の式で表されること
を理解する。

◎ 事象の中には，関数y=ax２で
とらえられるものがあること

がわかる｡

観察

プリント

◎ 関数y=ax２のグラフに関心を
もち，比例定数とグラフの関

係などを調べようとする。

3 関数y=ax２のグラフの書
き方とその特徴を理解す

る。

○
関数y=ax２のグラフの特徴
を，いろいろな観点から考察

することができる。

観察

発表

プリント

◎ 関数y=ax２のグラフに関心を
もち，比例定数とグラフの関

係などを調べようとする。

4 関数y=ax２のグラフにつ
いて，a＞０とa＜０の場
合を比較しながら，aの値
によってグラフの開き方が

異なることを知る。 ◎
関数y=ax２のグラフの特徴
を，いろいろな観点から考察

することができる。

観察

発表

プリント

5 y=ax２のグラフを放物線と
呼ぶことと，その軸や頂点

の意味を知る。

◎

◎

関数y=ax２のグラフの特徴
を，いろいろな観点から考察

することができる。

関数y=ax２のグラフの特徴
を，比例定数の符号や絶対値

と関連づけて理解している。

観察

プリント



6 ボールが描く曲線（本時） ◎ 〇 関数y=ax２が実生活に深く関
わっていることに関心をも

つ。

表やグラフや式などを用いて

積極的に問題を解決しようと

する。

観察

発表

プリント

◎ 関数y=ax２の変化の割合が一
定でないことがわかる。

7 関数y=ax２のxの値の変化
に対するyの値の変化

○ 関数y=ax２の変化の様子に関
心をもち，変化の割合を調べ

ようとする｡

観察

プリント

8 変化の割合 ◎ 関数y=ax２の変化の割合を求
めることができる。

観察

プリント

9 関数y=ax２のxの変域，y
の変域について理解する。

○ 関数y=ax２について，ｘの変域
が指定されたグラフをかき，

ｙの変域を求めることがで

きる。

観察

プリント

10 直線と放物線を比較しなが
ら，それぞれの特徴を理解

する。

◎ 問題の解決に，表やグラフや

式を利用し，その結果が適切

かどうかを振り返って考える

ことができる。

観察

発表

プリント

11 関数y=ax２の利用 ◎ 問題の解決に，表やグラフや

式を関連づけて用いることが

できる。

観察

プリント

12 2乗に比例する関数のまと
め

◎ 問題の解決に，表やグラフや

式を関連づけて用いることが

できる。

発表

プリント

７　本時の展開

 (１ ) 本時の目標
斜め上に放り投げたボ－ルの軌跡が放物線になることを実験によって確かめることに

より，放物線に興味を持たせるとともに，関数ｙ＝ａｘ２が実生活に深く関わっている

ことを実感させる。

 (２ ) 観点別評価規準（本時の評価規準）
○ 斜め上に放り投げたボールの軌跡が放物線になり，これをy=ax２と表現できることに気
　付く。（数学的な見方や考え方）

○ 関数y=ax２が実生活に深く関わっていることに関心をもち，表やグラフや式などを用い
　て問題を解決しようとする。（数学への関心・意欲・態度）

（３）準備物

教科書，ゴルフボール，絵の具，模造紙，画板，グラフ用紙，電卓，プリント

     ものさし



（４）学習の展開

教授・学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法

導

 入
○前時の復習を行う。

・ ２種類の放物線を提示

　し，グラフと関数の式と

　の対応をさせる。

「どちらがｙ＝２ｘ２のグラ

フでしょうか？」

・ｙ＝２ｘ２と

　ｙ＝　　　の二つのグラ

　フを提示する。

・ 関数y=ax２のグラフは放物
　線という滑らかな曲線で

　あることを復習する。

・ 比例定数の違いによる開

　き方の違いをおさえる。

○斜面を転がるボ－ルの軌

　跡を提示し，放物線かど

　うか考えさせる。

・実際に教師がやってみせ

　る。（実験の要領の説明で

　もあることに留意する）

※事前に行った結果を念の

　ため準備しておく。

課題

  放物線であるかどうかの判断をするためには，何を調べると良いか？

・放物線の特徴をもとに考

　えさせる。

（机間指導による個別指導

　やグル－プ指導を行う）

・各人の意見を大切に聞き

　取る。

・教師はグル－プの発表の
　要点，キ－ワ－ドを板書
　する。

・みんなに分かりやすく意見を

　発表できるように，支援・指

　導をする。

・キーワードを板書することで

　個々の意見を大切にする。

（机間指導で把握した個の発想

　も極力紹介し評価すること

　で，お互いの良さを認め合う

　ようにしていく。）

予想意見

①曲線である。

②左右が対称である。

③「山」や「谷」になる。

④ｙ＝ａｘ２の式で表現

することができる。

展

開

○課題について考え発表す

　る。

 ・自分の考えをまとめる
 ・小グル－プでの意見交
　　流を行う。

・ グル－プごとに発表す

　る。



○調べる観点をまとめる

○実験の要領とまとめ方に

　ついて確認する。

○実験を開始する。

・放物線には様々な特徴が

  あるが，判定条件として
  上記予想意見の④が適切
  であることをおさえる。
 （必要十分条件として）

・プリントを配布する。
・ ゴルフボ－ルの軌跡を何
  通りか採取し最もきれい
  な曲線を採用する。
・ お互いの協力体制やアド

　バイスが大切であること

　を実感させる。

○関数y= ax２が実生活に深
　く関わっていることに関

　心をもち，表やグラフや

　式などを用いて問題を解

　決しようとする。       
    　　　　　　　【観察】

○デ－タの整理

　放物線のグラフの座標を

　読み取り， xと yの対応表
　を作り，比例定数の値を

　求める。

  　ｘ  ・・

  　ｙ  ・・

 ｙ  ／ｘ２  ・・

＊ ｘ：水平方向のボールの
　　　位置座標
＊ｙ：垂直方向のボールの
　　　位置座標
＊但し頂点を原点とする。

○発表
　各グル－プのデ－タと結
　果を発表する。

・教師がグル－プ指導をし
　ながら適切な処理がなさ
　れているか点検する。
　（グル－プ別に指導する）

※特に頂点付近を重視する。
※整数値ばかりではないの
　で電卓を使用することで
　効率化を図る。

・ 時間を考慮して発表させ
　る。
・グル－プ数を調整する。
○みんなに分かりやすく意
　見を発表できるよう，適宜
　支援・指導をする。
○発表者の立場にたって個
　々人がしっかりと受け止
　められるよう支援する。

○関数y=ax２のグラフに関
　心をもち，比例定数とグ
　ラフの関係などを調べよ
　うとする。
　　　　　【プリント提出】

ま

と

 め

○実験結果をもとに本時の
　学習内容を振り返る。

○次なる課題提起
　放物線であることが判明
　しているとき，どうやっ
　て式にできるか？

放物線　　　ｙ＝ａｘ２

であること。

・実験処理をもとにして考
　えると，一組の（ｘ，ｙ）
　が判明すれば式が作れる
　ことを意識づける。
・その後の問題演習の時間
　への動機づけをしていく。


